




















































































がんの種類 危険度の低い国 危険度の高い国 馨町／葱の纏
気管，気管支，肺がん ポル　ト　ガル スコットランド 7．1倍
胃がん アメリカ（白人） 日　　　　　　本 7．8
前立腺がん 日　　　　　本 アメリカ（非白人） 12．4
腸がん（直腸をのぞく） 日　　　　　本 スコットランド 4．3
食道がん ノ　ルウエー フ　　ラ　　ン　　ス 5．9
喉頭がん ス　エーデン 19．8
直腸がん チ　　　　　　リ デ　ン　マ　一　ク 4．8
口腔，咽頭がん イ　ス　ラエル フ　　ラ　　ン　　ス 7．．2
膵臓がん イ　タ　リ　ア アメリカ（非白人） 2．3
膀胱がん 日　　　　　本 南　ア　フ　リ　カ 3．3
皮膚がん 日　　　　　本 オーストラリア 5．5
肝・胆道がん ノ　ル　ウエー 日　　　　　　本 5．3
甲状腺がん ニユージランド ス　　　イ　　　ス 5．5






胃がん 序陽・爾 日　　　　　　本 7．8倍
乳がん 日　　　　　本 オ　　ラ　　ン　　ダ 6．6
子宮がん イ　ス　ラエル アメリカ（非自人） 4．7
腸がん（直腸をのぞく） 日　　　　　本 スコットランド 4．3
気管，気管支，肺がん ポ　ル　ト　ガル スコットランド 4．2
直腸がん チ　　　　　　リ デ　ン　マ　一　　ク 3．3
膵臓がん イ　タ　リ　ア アメリカ（非白人） 2．4
食道がん オーストリア チ　　　　　　　　リ 6．9
膀胱がん 日　　　　　本 アメリカ（非白人） 2．4
皮膚がん 日　　　　　本 オーストラリア 4．2
口腔，咽頭がん 東　ド　イ　ツ 北アイルランド 3．8
喉頭がん ノ　ル　ウ　エー アイ　ルラ　ン　ド 16．8
肝，．胆道がん ニユージランド 東　　ド　イ　ツ 4．1
卵巣，子宮附属器がん 日　　　　　本 デ　ン　マ　一　ク 5．9
甲状腺がん オーストラリア オース　ト　リ　ア 4．0
自血病 日　　　　　本 イ　ス　ラ　エ　ル@　　　　　　　1 1．9
　（Wynder　and　Gori　1977．より引用）
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表一1，2はAdvances　in　Cancer　Research
と言う本から引用したものです。
　これをみると日本人はむしろ多くのがんにか
かりにくいと言えます。胃がんと肝・胆道がん
にかかりやすく，前立腺がん，腸がん，膀胱が
ん，皮膚がん，白血病，乳がん，卵巣・子宮附
属器がんにはかかりにくいわけです。このよう
な結果から世界各国は日本人の食生活，その他
の生活環境，風習に注目しているようです。そ
して日本人の食生活の欧米化に伴って発生する
がんの種類に変化が，おこりつ・あることを指
摘しています。
　国別のがん死亡率の動きをみていくと，胃が
んと子宮がんが，また乳がんと腸のがんが同じ
ような動きを示しています。先にも述べました
ように生活様式や，環境の因子が，かかわって
いることを示しています。各国の食生活の内容
を分析したりして食物とがんの関係が論議され
ていますが，酪農品，砂糖の消費の高い国では，
白血病．腸，直腸，乳房，肺，前立腺，皮膚の
がんが多く，胃と子宮（頸部を除く）は穀物や
豆を多食する国に多くなっているようです。そ
して酪農品は胃がんとは逆相関しており，穀物
や豆は，白血病，腸，直腸，乳房，肺，前立腺
皮膚がん等と逆相関しております。こうなって
くると，食生活の面では一体どうずれば，がん
が予防できるのか，欧米型か，日本型か，一方
をたてれば一方がたたずということになります。
もちろん調理の仕方や，調味量とかいったもの
もかかわってくるでしょう。どの食物がどのが
んの発がん因子か，また発がん補助因子かわか
ればいいのですが，まだ断定するに至っており
ません。また食物だけでなく，喫煙と肺がん，
アルコールと喉頭，口腔・咽頭，食道のがんと
の関係なども考慮しなければなりません。
　1977年に国立がんセンター研究所髪長らの名
で発表された，がん予防の常識12力条は，これ
らのことをすべて勘案して書かれています。し
かも誰にでも実行できることでもあるので感心
させられます。ただ皆が，これを実行したとき，
どれだけがんの発生がへるのか興味のあること
ですが，解答をだすことができないのが残念で
す。　（図一1）
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　　　　　（国立がんセンター研究所
　　　　　杉村所長，河内副所長　1977年）
　私は外科医ですが，発生したがんを外科的に
治癒させようとすることより，発生させなくす
ることの方ががんの治癒ということではより理
想的であると思っています。がんの疫学調査の
中から，がんにかからぬための研究の糸口が見
出されるような気がして，いつも，がんの疫学
に興昧をもっています。
　　　　　　　参　考　文　献
1．特集　がん・統計白書　　罹患／死亡／予
　　　　　後一　癌の臨床27，1981
2．がん・日本と世界一その動向と病因論
　　　　　長与健夫，冨永祐民編・篠原出版KK
　　　　　1980
3．　Advances　in　Cancer　Research　32，
　　　　　237－345，　1980
　　　　　Bandaru　S．　et　al
一25一
